
 

令和４年４月８日 

                                                                         県立相模原養護学校 

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 １年間の 

目標 

取 組 の 内 容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月28日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月７日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程・ 

学習指導 

カリキュラムマ

ネジメントの視

点に基づいた系

統性のある教育

課程を編成し、

指導の充実を図

る。 

①学習指導要領

の三つの柱に基

づいた授業づく

りを行うととも

に、学習指導と

学習評価の一体

化を目指す。 

 

②コロナ禍にお

いても感染症予

防対策を講じて

授業参観、研修

会、公開授業研

究等を通して専

門性の維持向上

を図る。 

①三つの柱に基

づいて設定した

年間指導計画の

目標を授業略案

にも記し、各授

業で児童・生徒

が主体的に学べ

るよう工夫し、

適正な学習評価

をする。 

 

②感染症予防対

策を講じて授業

参観や研修会、

公開授業研究等

を実施し、学び

合いの仕組みを

構築することで

組織的に授業改

善を行う。 

①ア年間指導計画

目標を三つの柱に

基づいて設定した

か。 

 

①イ授業略案に目

標を記し、児童・

生徒の主体的な学

びに導き、適正に

学習評価をした

か。 

 

②ア授業参観や研

修会、公開授業研

究等を開催した

か。 

 

②イ学びあいの仕

組みを作り、授業

改善を進められた

か。 

①ア小学部では小学部段階の図工の指導内容

表を作成し、三つの観点に基づく評価につい

て検討した。中学部は体育でティーボールの

単元計画表の作成・実践・検証に取組んだ。

高等部は道徳の指導内容を整理し、他者との

関わり方などについて学年が上がるごとに発

展させていくステップを明確にできた。 

書式を統一して明示し、年間指導計画目標を

三つの柱に基づいて設定することが全学部に

浸透した。 

①イ９月に指導主事を招き「指導と評価の一

体化」の研修を実施した。授業略案の目標設

定時に具体的な手立てを記載した。 

②ア各学期１回授業参観を実施した。公開授

業研究会は校内の教職員対象に１月に書面で

開催した。 

②イ初任者や６年以内の経験がある教員の研

究授業（月平均２回）を他の教員が参観する

仕組みを各学部で工夫した。高等部は研究授

業を見学し、改善ポイントを絞って協議、学

部会議で報告することで共有を図った。中学

部では授業後に毎回三つの柱を意識して即時

に振り返り、次に改善するように取組んだ。 

①ア「何を学ばせたいか」を

誰が担当しても指導や授業を

スタンダードにできるよう

に、指導内容表や単元計画表

を検証したが、児童・生徒の

主体的な学びに導く手立てや

学習評価を実践と検証で共通

理解していく必要がある。 

毎回の授業略案への記載と達

成度の確認等を徹底する。 

①イ講師（指導主事）による

研修会を実施できたが、各学

部研究と１月の授業研究会を

通して、主体的な学びや適正

な学習評価について継続して

検証をする。 

②ア感染症防止のため参観方

法を工夫したことが、落ち着

いた環境設定につなげられ

た。今後も継続したい。 

②イ研究研修班中心に、他の

教員の授業を机上で視聴する

仕組み作りなど校内全体の取

組につなげ意識を高めたい。 

学校評価部会 

・学校教育の専門用語がわかりにくい。誰に

でもわかる言葉を使用すると良い（全項目に

共通）。 

・目標をより具体的に設定することで達成状

況も明確になる。 

・外部委員として内容にコメントをするのは

大変難しい。あえて言えば、児童生徒や保護

者、外部の者にも何を目的として学習活動が

されているのか？など記した“シラバス”の

ようなものがあってもよいのか、と思う。 

保護者アンケートより 

○わかりやすい授業となるよう努力している

か ➡思う64.4%、やや思う31.4% 

〈記述意見〉 

・コロナ禍で授業を見る機会が減り教室の雰

囲気が分かりづらい。 

・コロナ禍で授業見学できていないので回答

が書けなかった。 

・学校に通学するようになって本人の自覚が

かなり戻ってきている。 

・学校に通うのを楽しみにしている。 

①ア指導内容表や単元計画表に

基づいて、各学部で授業実践や

授業改善を行うことができた。 

 

①イ学部研究を軸に、すべての

教員が「分かる授業」を実践で

きるように継続して取組んだ。

指導と評価の一体化を達成する

ための教材や発問等の具体的な

手立てと到達度を指標化する。 

 

②ア事前研修会や１月の書面に

よる授業研究会（授業場面をビ

デオに撮影、放課後の時間に各

自で評価規準やねらいを達成し

たかの観点で視聴し、改善点を

出し合う等の方法で実施）を通

して、他学部の実践の学び合い

ができた。 

②イ各学部で実施した授業改善

に向けた良い取組や方策を、全

校に浸透させていく。 

①ア児童・生徒自身や保

護者に何をねらって学習

活動をしているか等、

日々の授業の様子をＨＰ

や配付物を活用して発信

を行う。 

 

①イ授業略案に目標を明

記し、授業実践を通し

て、授業内容の妥当性や

評価方法について検討す

る。 

 

②ア感染症予防に努めな

がら、教員同士や保護

者、外部の方に授業参観

と授業公開を多く行う。 

 

②イ授業改善への効果を

高めるためには、互いの

授業見学を通して授業改

善に取組むなど、継続し

て行うことができる学部

研究や仕組みにする。 

２ 
児童生徒指

導・支援 

児童・生徒一人

ひとりが、自分

やお互いを尊重

し、高めあう力

を育むための支

援・指導を組織

的に行う。 

①児童・生徒の

実態を把握し、

自己肯定感を育

むとともに、お

互いの人権を尊

重しあえるよう

コミュニケーシ

ョン指導の充実

を図る。 

①一人ひとりの

実態に応じて体

験的な学習の内

容を工夫し、発

達段階を踏まえ

て互いの人権を

認め合えるよう

支援・指導（コ

ミュニケーショ

ン指導など）を

積み重ねる。 

①ア実態に応じて

体験的な学習内容

を工夫したか。 

 

①イ発達段階を踏

まえた支援・指導

（コミュニケーシ

ョン指導など）を

行えたか。 

①ア高１で人との距離を学ぶ際「距離の信

号」を視覚化し学習活動を展開した。分教室

では距離を実測し距離感を体感できた。 

小・中・高とも習熟度別グループでことば・

かずや国語・数学等の授業での事例を蓄積中

である。高等部はロールプレイでの学習や電

話を使った適切なやり取りなど体験的な学び

を深められた。分教室は教育用動画を視聴

し、相手の立場になってみるトレーニングを

積む授業を通して先に考えてから発言や行動

ができるようになった。 

①イ小学部では、外部講師によるコミュニケ

ーション指導の実践事例や太田ステージ評価

をふまえた発達支援など書面による研修会を

実施できた。中学部では太田ステージのアセ

スメントに取組み、国語・数学の習熟度別の

縦割りグループで集団活動を通してコミュニ

ケーションの指導ができた。 

高等部では「性教育に関する指導内容」に照

らし合わせ、各学年の取組状況を学部全体で

共有できた。発達段階に応じた指導内容を学

部内プロジェクトで検証した。 

①アどの学部でも実態に応じ

学習手立て等を工夫してお

り、今後はどの教員でも活用

できる仕組みに発展させた

い。 

 

①イ発達段階を踏まえたコミ

ュニケーションの指導実践を

積み重ねた結果、児童・生徒

の学習効果にどの程度結び付

いたかを押さえ、校内全体で

共有できる仕組みとしたい。 

学校評価部会 

・実際の授業を見ていないので、委員として

の責務を果たせていない。 

・実際に行っていることを学校のＨＰなどで

保護者や地域に発信すると良い。 

・コロナの状況の中、子どもたちへの学習保

障など当事者の立場に立ってよりわかりやす

く丁寧に行うと良い。情報発信は非常に大事

である。学校ＨＰの更新はまだまだ不十分で

ある。 

保護者アンケートより 

○教育的ニーズに応じた指導や支援が行われ

ているか 

➡思う59.3%、やや思う33.9% 

※ＩＣＴ機器を取り入れて授業に取組んでい

る➡思わない29% 

〈記述意見〉 

・タブレット端末がどのように使用されてい

るか詳細が知りたい。 

・親にとっても子ども自身が困っていること

を理解していると実感し安心できる。 

・進路の授業などタブレット端末を利用して

より理解しやすくしている。 

①ア人との好ましい関わり方や

距離の取り方、会話のキャッチ

ボール、表情や態度を観察する

ことで相手を理解するなどにつ

いて、体験的に実態に合わせて

学習できた。 

 

①イ保護者アンケートより教育

的ニーズに応じた指導支援につ

いて取組めていると思う方がほ

とんどだった反面、タブレット

端末などのＩＣＴ機器を活用し

た授業への取組については、ま

だ不十分と感じている方が約３

割おり、期待がとても大きいこ

とが分かった。 

①ア今後は、児童・生徒

の実態に応じて教科横断

的に、日常の活動に取り

入れて繰り返し学び、定

着を図りたい。 

 

①イ今後は、児童・生徒

が適切なコミュニケーシ

ョンを取れた、と本人が

実感できるような教材や

学習活動の展開を工夫し

たい。ＩＣＴ教育の充実

と併せて取組んでいく。 

 

３ 

 

 

 

進路指導・ 

支援 

 

児童・生徒一人

ひとりが、卒業

後に地域社会の

一員として自分

らしく参加でき

①児童・生徒の

ニーズや適性を

把握するための

研修を積み重

ね、チーム内の

①児童・生徒の

実態を多面的に

とらえるための

手立てとしてケ

ース会議やアセ

①ア ケース会議

やアセスメント等

を活用したか。 

 

①イ チーム内で

①ア ケース会議（外部や校内ケース会等）は

延べ81回実施した。小・中学部は太田ステー

ジ、高等部は学校アセスメントを全児童・生

徒対象に実施した。 

①イ担任間、学年学部で打合せや会議内で共

①ア アセスメントの活用は各

学部で個別教育計画作成に反

映している。 

 

①イ定着がゆるやかで、複雑

学校評価部会 

・本人の社会参加の方法や自立した社会生

活、国民の義務である勤労にむけた支援等を

地域の資源を巻き込みながら、アプローチす

る必要があると思う。発達段階に応じて“進

①ア各学部の担任が、アセスメ

ント結果をもとに個別教育計画

の実態把握の欄に記載できた。

学校アセスメントの際に各担任

が見立てたことを基に活発な意

①ア振り返りシートを活

用するなどの工夫や手立

ての検討とケース会議の

内容を日々の指導支援に

十分に生かす。実践後の



 
視点 

４年間の目標 １年間の 

目標 

取 組 の 内 容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月28日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月７日実施） 成果と課題 改善方策等 

 

 

 

３ 

 

 

 

進路指導・ 

支援 

るよう、主体的

な活動を促す支

援・指導を行

う。 

共通理解を深め

る。 

 

②児童・生徒の

卒業後の社会生

活を見据えた支

援・指導を行

う。 

スメント等を活

用する。 

 

②コロナ禍でも

感染症予防を工

夫して現場実

習、校内実習な

どの機会を保障

し、主体的に学

ぶよう支援・指

導する。 

共通理解し、児

童・生徒の実態を

適切に把握した

か。 

 

②現場実習、校内

実習などの機会を

設定し、主体的に

学ばせることがで

きたか。 

有し、適切な把握に努めた。 

②高等部は現場実習、校内実習を外部と連携

して延べ本校59回分教室83回実施した。具

体的な経験の振り返りを学校生活に生かす指

導を行った。小中学部も校外学習等を延べ16

回実施した。 

なニーズを抱える児童・生徒

が多いため、実態を踏まえた

指導を行うことに努めている

が、教職員が疲弊傾向にあ

る。 

②高等部は行動観察から見立

てや支援を考える研修会を通

して主体的な学びとする指導

方針を共通理解している。今

後も感染症防止対策と現場実

習等の教育活動の充実の両立

を図っていく。 

路”については、地域の力を活用できると思

う。 

保護者アンケートより 

○将来に向けて必要な教育活動や支援が行わ

れている。 

➡思う47.0%、やや思う47.0% 

〈記述意見〉 

・パラスポーツや余暇活動につながる教育活

動を具体的に知りたい。 

・進路に向けて一緒に考え、子どもの足りな

い部分を優しく指導している。子どもが目標

を理解し前向きに取り組めている。 

・授業内容や活動が本人に合っていると思う。 

見交換ができた。ケース会議の

運営を教育相談班員が役割分担

して実施した。 

①イ会議や打合せの進め方を工

夫して、児童・生徒の実態把握

などについて共有できた。 

②校内実習や現場実習、校外活

動行事など感染症防止対策を講

じながら実施できた。中止や延

期を余儀なくされた時期もあっ

たが、児童・生徒の事前事後学

習を工夫して主体的に学ぶよう

に取組んだ。 

状況の共有を図る。 

 

①イ進路支援班や教育相

談班の班員を中心に今後

も適切に把握していく。 

 

②児童・生徒が実際の体

験を実践後に日常生活の

場面で生かせるように、

主体的な学びの取組を継

続する必要がある。 

４ 
地域等との 

協働 

共生社会の実現

に向け、地域の

センター的機能

の充実を図ると

ともに、地域等

と連携協働した

活動の充実を図

る。 

①コロナ禍にお

いてもコミュニ

ティ・スクール

の取組を進めな

がら、感染症予

防を講じて地

域・関係機関等

との連携を深め

る。 

 

②情報発信を丁

寧に行い、地域

のセンター的機

能としての役割

を果たす。 

①コミュティ・

スクールの昨年

度評価を踏ま

え、各学部・グ

ループと具体的

な取組内容の検

討を行う。 

 

②地域の各学校

等と連携し、巡

回相談や協議

会・研究会に参

加することでセ

ンター的機能を

発揮する。 

①コミュティ・ス

クールでの各学

部・グループの役

割を分担し、具体

的に取り組むこと

ができたか。 

 

②ア情報発信を丁

寧に行えたか。 

 

②イ各種事業を通

して、ニーズに応

じたセンター的機

能を発揮できた

か。 

①支援連携Ｇ地域連携班の業務に位置付け、

切れ目ない支援部会に参加した。サッカー会

場でのボランティア活動に児童・生徒の参加

について検討を開始した。 

 

②ア地域連携班が学校HPの管理を担い、更新

回数が昨年度５件から19件となり、ホームペ

ージ作成ができる職員が増えた。 

 

②イ教育相談班を中心に巡回相談等を35回実

施した。また、よりニーズに応じたセンター

的機能を発揮するため、システムを再確認

し、児童相談所や相模原市教育委員会愛川町

教育委員会との連携も充実させた。 

①コロナ禍においても、基金

を活用した近隣の高校との交

流を継続することができた。

その他の学部・グループにつ

いても地域と連携した内容を

洗い出し、感染症防止対策を

講じて継続したい。 

②ア授業での積極的なＩＣＴ

機器の活用やホームページを

充実させるため、次年度は情

報専任の配置を検討予定であ

る。学校全体で協力する意識

が育ったが、技術的な部分は

専門知識が不足し難しかっ

た。 

②イ専任が1名減り２名体制

となったが、同じブロック内

に配置された他校の専門職に

依頼し、校内のニーズに対応

した。 

学校評価部会 

・センター的機能の取組では、学校全体をコ

ンサルテーションし、教員を育てる仕組み作

りが重要である。 

・やってもらうだけでなくやってあげるや自

ら取り組むという活動の幅を広げていけると

良い。 

保護者アンケートより 

○保護者も、参加可能な研修会があることを

知っている。 

➡思う32.7%、やや思う35.4% 

〈記述意見〉 

・保護者からの意見、要求、要望に学校はほ

ぼ応じてくれないことが多い。アンケートだ

けでなく子ども、保護者の目線を取り入れて

ほしい。 

・研修会が日曜日に多いのが気になる。平日

もあれば良いと思う。 

・コロナ禍なので研修会や地域連携の項目に

関しては評価が難しい。 

①ボランティア活動に教員が参

加して児童・生徒の今後の参加

について具体的に検討できた。

高等部は地域の老人ホームとの

交流や近隣の高校との交流を工

夫して実施できた。 

 

②ア社会情勢を見ながら作品展

示を主催する関係機関と連携

し、展示に参加することで情報

発信した。学校のホームページ

更新は次年度に改善したい。 

 

②イ地域の支援者向けの教育相

談活用ガイドを相模原市内の小

学校の支援学級教員へ配付でき

た。 

①３月26日(土)に、サッ

カー大会のボランティア

活動を行った。今後もコ

ミュニティ・スクール(切

れ目ない支援部会)と連携

しながら取組む。 

 

②ア情報専任を配置する

と共に、ホームページ制

作に係る実務者の研修を

行う。 

 

②イ地域の教職員から、

質問が多かったことなど

は、今後学校ホームペー

ジに掲載し周知したい。 

５ 
学校管理 

学校運営 

同僚性と専門性

の高い人材を育

成しつつ、安心

安全で、機能性

柔軟性のある学

校組織づくりを

行う。 

①コロナ禍にお

いても、学校の

機能を継続でき

るよう安心安全

な教育環境づく

りに努める。 

 

②同僚性と専門

性の高い人材を

ＯＪＴや研修を

通して育成に取

り組む。 

 

 

 

 

①全校の安全点

検や防災対策、

感染症予防等に

努め、速やかに

対応や工夫を講

じて改善に取り

組み、校内の教

育環境整備を進

める。 

 

②基本研修や指

定研修、自己研

鑽研修などの校

外研修及び不祥

事事故防止研修

他、校内の各種

研修等を活用す

るとともに、

日々の実践を通

して互いのＯＪ

Ｔによる人材育

成に取り組む。 

①危険箇所等の把

握や防災対策、感

染症予防などへ速

やかに対応し、教

育環境整備を推進

できたか。 

 

②ア各種研修等の

資料を回覧するな

どチーム内で活用

できたか。 

 

②イ業務遂行や授

業実践の際、チー

ム内で共有するこ

とでＯＪＴによる

人材育成に取り組

めたか。 

①使用教室を分担し安全点検を毎月実施し

た。学部別に救急対応シミュレーション研修

会や初転任者向けのクロスロード研修などを

実施し課題や体制を確認した。感染症予防の

観点で教育環境について新型コロナウイルス

感染症のまん延状況を踏まえ見直した。学校

水泳プールの安全管理マニュアルに感染症対

策の項目を追加し、見直しを行った。 

 

②ア外部講師を招き、いじめ防止・不祥事防

止・人権・学習指導の研修会を実施できた。 

 

②イ授業づくりに活用する視点で、全体教科

会の意義確認、指導内容整理表と単元計画表

の作成、教材教具のリスト化などを各班で検

討している。働き方改革と人材育成の視点か

ら校務分掌の組織見直しに着手した。 

①耐震化工事の機会を利用

し、安全確保の観点から、校

内の畑の配置換えを行った。 

各グループの評価表と学校評

価との連携した具体的な目標

設定ができなかった。 

学校運営協議会の意見を踏ま

え次年度に向けて整理設定し

たい。 

 

②ア不祥事防止では職場討議

を全体やグループ単位で実施

し、すぐに改善できる防止策

に取組むなど継続していく。 

 

②イ現在各班が取組んでいる

ことがより機能するように、

校務分掌組織の業務内容整理

の視点も入れて見直しを行

う。 

学校評価部会 

・引き続き、人権擁護や不祥事防止などの研

修や“学校外の組織や業界の取り組みを知

る”場面を多くするとよいと思う。 

保護者アンケートより 

○校舎内外は安全に配慮し整備されていると

思う。 

➡思う47.0%、やや思う46.2% 

〈記述意見〉 

・中庭のすき間が破れていて子どもが以前そ

こから出てしまったが、対策をして大丈夫に

なっているのか分からない。 

・校舎が古くとても暗いイメージ。ひび等も

見えているし階段がいっぱいでバリアフリー

ではない。 

・登校口建物の前の道路にへこんでいる所は

水たまりがあるので改善してほしい 

・名札着用していない教員もいるので、顔は

分かっても名前や何年の担任か分からない。 

①校内の危険個所は日頃の点検

だけでなく、近隣の方から異音

や植栽の様子への連絡などもあ

り、すぐに事務室と連携して対

応できた。ＰＴＡとも連携し神

奈川県のＰＴＡ連合による申し

入れもあり、廊下の修繕や自動

水栓も設置する予定で安全な教

育環境を整備できた。 

②ア各種研修の案内資料は廊下

に掲示する仕組である。「教員

の実務研修」や「人権教育スキ

ルアップ研修」での学びを担当

者が学部会や全校に報告し共有

した。今後はどの研修内容も何

らかの形で職員へ還元できると

良い。 

②イ校務分掌組織を14班から

10班に見直し、業務内容の統合

等を行った。 

①校舎の老朽化から危険

個所の把握や防災対策、

感染症予防策など今後も

安全に配慮して教育活動

を行えるよう教育環境整

備をＰＴＡや近隣との連

携も含めて継続する。 

 

②ア今後は実際に受講後

に全校にフィードバック

する仕組を確認、構築す

る。 

 

②イ業務の引継ぎを各班

長が確実に行い、新たな

班の業務を滞りなく進め

られるようにする。 

 


